
独立行政法人産業技術総合研究所 関西セン

ターは，大阪府北部に位置する池田市閑静な住

宅街の中にあり，敷地内や周囲には緑も多い。

当所は，その昔，大阪工業技術試験所と呼ばれ

ており，戦前からガラスの研究を行ってきた。

２００１年から産業技術総合研究所関西センター

となり，現在２つの研究室でガラス関連の研究

を行っている。

産総研になって何度か組織変更があり，４月

現在で，光技術研究部門光波制御デバイスグ

ループと，環境化学技術研究部門高機能ガラス

グループになっている。前者は西井グループ

リーダのもと全部で７名の常勤職員，後者は赤

井グループリーダを含め３名の常勤職員で研究

を行っている。

当所でこれまでに行ってきた研究には次のよ

うなものがある。多孔質ガラスの研究（排水処

理やCO２等のガス分離，アルコール分離等），

ガラス融体物性の研究（珪酸塩ガラス融液の活

量や拡散係数や表面張力の測定等），ガラスの

簡易着脱色の研究（Ｘ線照射による価数変化，

コロイド形成等），ハロゲン化物及びカルコゲ

ン化物ガラスの研究（赤外線領域での応用），

希土類イオンドープ蛍光性ガラスの研究，ガラ

スの化学的耐久性の評価（廃棄物の固化処理），

ナノ粒子分散ガラスの研究（非線形光学材料や

シャープカットフィルター等），無重量下での

ガラスの無容器溶融技術，超高圧やレーザー照

射によるガラスの改質の研究等を行ってきた。

現在，これらの研究を踏襲しつつ，光学応用の

観点や環境の観点からガラスの研究開発を行っ

ている。

光波制御デバイスグループでは，ガラス等の

透明材料をベースにして，スカラー領域及び共

鳴・サブ波長領域に分類される周期構造素子の

研究開発や，量子サイズ効果を利用した蛍光性

ナノ粒子の研究開発に取り組んでいる。周期構

造素子の研究開発では，NEDO「次世代光波制

御・素子化技術」プロジェクトにおいて，波長

レベル以下の周期を持つ微細構造を，ガラス

モールド法によって形成するための基盤技術の

研究開発を，企業・大学と共同で行っている。

これは，光学素子の表面に，波長レベルあるい

はそれ以下の微細構造を形成することによっ

て，偏光分離，収差補正，無反射などの機能を

付与できるというものである。
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そのために，高屈折率，低屈伏点，高透過率

で，環境にやさしく，成型に適したガラスの研

究開発を行なうとともに，高温域でも劣化しな

い平面あるいは曲面モールド材料の表面に，微

細な周期構造を形成する技術開発を行ってい

る。微細構造としては，矩形，錘形，鋸歯の作

製をおこなっており，これらを用いて，偏光分

離素子，屈折・回折併用素子，無反射構造素子

の開発を行っている。最近，SiC 等の超硬モー

ルドの表面にシミュレーションによって最適化

したサブ波長構造を形成する技術を構築し，こ

れにより，数百℃でのガラス成型が可能にな

り，反射防止機能付きレンズを作ることに成功

した。

蛍光性ナノ粒子の開発では，�―�族，�―�
族化合物半導体のナノ粒子（直径３―８ｎｍ程

度）を溶液法で合成し，更に水分散性を付与し

てゾルゲル法を用いてシリカ中に分散させる研

究に取り組んでいる。半導体ナノ粒子は，高い

量子収率を示し，更に，粒子径を制御すること

で多色化が可能である。このような特徴を保っ

たまま，微少なシリカビーズ中に多数のナノ粒

子を分散させることで，バイオ用の蛍光試薬へ

の応用につなげる。ガラスはポリマーに比べ

て，紫外領域での透明性が高く，化学的安定性

に優れているため，マトリックスとして理想的

である。さらに，シリカマトリックスを反応場

に用いることで，ガラス中に多数のクラスター

粒子（直径１nm程度）を成長させ，ガラス中

のナノ粒子の安定性を向上させ，発光効率やス

ペクトル幅などの蛍光特性の向上も実現でき

た。この他にも，レーザーを用いたガラスの加

工や，ゾルゲル法を用いた微粒子の配向技術の

開発などを行っている。

高機能ガラスグループでは環境に関連した研

究を中心に行っている。現在，多孔質ガラス研

究の発展形として赤井らによって見いだされた

シリカガラス系蛍光ガラスの研究を，放射性廃

棄物ガラス耐水性の研究の応用として「電子機

器用ガラス廃棄時における有害元素の長期浸出

評価」などを行っている。

蛍光ガラスの研究では，シリカ質多孔質ガラ

ス中に蛍光を示すイオンを含浸させ焼成して作

製することにより，高性能の蛍光体を得る方法

を研究している。通常のバイコールガラスでは

シリカ純度は９６％であるが，ビンガラスにホ

ウ酸を加えたような組成から分相，酸処理によ

って多孔質ガラスを作製した場合にはシリカ純

度が９９％以上になることを見いだし，その紫

外透過性を生かした蛍光ガラスの研究を行って

いる。ドープするイオンとして希土類元素をは

じめいろいろな元素で２５０nm付近の紫外線照

射によって発光することが見いだされており，

さらに増感イオン等を共ドープすることにより

高輝度化や励起波長を広げることが可能にな

る。現在，紫外 LEDを励起源として使用でき

る，すなわち波長３５０nm以上の近紫外光で励

起できる蛍光ガラス，及び水銀フリーランプで

使用できる真空紫外域での励起で発光する蛍光

体を検討している。前者については地域新生コ

ンソーシアム事業においてRGB３色の蛍光ガ

ラス板を作製し，これを用いたディスプレイを

試作した。

「電子機器用ガラス廃棄時における有害元素

の長期浸出評価」は主としてブラウン管ガラス

からの鉛溶出の研究を行っている。２０１１年の

地上デジタルへの移行に伴って大量のブラウン

管が排出されること考えられるが，現在ブラウ

ン管需要が大きく減少しており海外でのリサイ

クルが困難になると予測されている。このため

廃ブラウン管を将来の鉛資源として処理場にス

トックしておくことが考えられるが，その際に

処理場での鉛溶出が問題になる可能性があり，

これを評価しておく必要がある。高機能ガラス

グループは産総研内の地圏資源環境研究部門や

国立環境研究所と共同で研究を行っており，

種々の環境条件下で鉛溶出量の時間依存性を測

定して溶出メカニズムを推定し，処理場におけ

る土壌中への拡散を評価する。ブラウン管には
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鉛を含まないパネルガラス以外に３種の鉛ガラ

スが使用されているが，それぞれの溶出を測定

することにより各ガラスについての鉛回収の必

要性，ストック処理に必要な環境などが明らか

になるものと考えている。

このような取り組みの一環として，RoHS指

令への対応としてガラス中の Pb，Cr，Cdの

分析についての検討を行った。H１８～１９年度

にガラス産業連合会環境部会内でガラス中の微

量金属成分分析についてラウンドロビンテスト

を行って団体マニュアルを作成し，H２０年度

は JIS 化を検討した。近々 JIS に制定される予

定となっている。このように，当所は企業との

共同研究に力を入れており，産総研の使命であ

る産業界の発展への貢献がどれだけできるか問

われているところだと感じている。
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